
第１回臨時市議会が４月
２日開会し、第43代札幌市
議会副議長に民主市民連
合の村上ゆうこ市議（中央
区）を選出した。村上副議
長は2011年に初当選し、現
在４期目。議会運営委員会
副委員長や民主市民連合副会長などを歴任した。
副議長就任のあいさつで、「市民にとって住み続けた

いと思える魅力あるまちとなるよう、これまで以上に活
発な議会活動を展開し、山積する課題に立ち向かわな
ければならない」と強調。「市の発展と市民福祉の向上、
議会の円滑な運営のため、全力で責任を果たす」と述
べた。
臨時市議会ではこのほか、市税条例の一部を改正す

る条例案を可決し、３日に閉会した。

民主市民連合は後期２年間の体制を決定し、
４月１日にスタートした。会長は林清治市議が
続投。幹事長にかんの太一市議、政審会長にう
るしはら直子市議が就いた。
４月２日の議員会で、林会長は「生産年齢人口
の減少に伴う経済活動の縮小や人手不足のさら
なる深刻化など、直面する課題に会派一丸で取
り組んでいく」と述べた。新体制は右のとおり。

立憲民主党の綱領や政策を学ぶ「DASH！ どさんこ
選挙アカデミー2025」（政治塾）の開講式と初回講座が
４月19日、札幌市内で開かれ、オンライン参加を含め、
さまざまな分野で活躍する21人が出席した。
アカデミーは、2027年４月の統一地方選挙などを見
据え、候補者を発掘・育成するのが主な狙い。冒頭、北
海道連の沖田清志選対委員長が「皆さんの活動の糧と
なるような講座にしていきたい」とあいさつし、その後、
「自治体議員・議会・選挙」をテーマに講演した。
続けて、逢坂誠二代表（塾長）が「政治に挑む！」と題

し、受講生たちとの質疑応答を交えながら、政治と経済
の関係や民主主義の根幹に関わる情報公開の在り方、
首長と議員の違いや役割等について講演。「政治の存在
は社会から切り離すことができない」「政治塾を通じて
多くのことを感じてほしい」と話した。
講座は来年６月まで計８回開催され、各級議員や外

部講師による講演のほか、受講生の街頭演説も予定し
ている。
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開講式を開催
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結婚や出産をあきらめる若者。疲弊する農林水産業や地域の企
業、そして衰退する地域の活力。子どもに寄り添う時間が不足する
教育現場。
でも、北海道には食や観光、エネルギーなどの強みがあり、

179の市町村にはたくさんの魅力があります。そして北海道に生
きる人には底力があり、とりわけ若者や子どもたちには限りない可
能性があります。
今こそ、北海道の地域と人を支え、力を引き出す政策が必要です。

「北海道から政治を変える！」
その先頭に私を立たせてください！

1959年生まれ／千歳市出身／江別市在住／家族は妻と二女／
石狩町立花川中学校、道立札幌北陵高校、北海道教育大学札幌
分校を卒業／江別市や千歳市、旧厚田村の小学校教員として19
年間勤務／2003年から道議会議員（江別市選挙区）を4期、副議
長など歴任／2019年参議院議員に初当選（北海道選挙区）／参
議院懲罰委員長、金融財政委員会委員、ODA及び沖縄・北方問
題に関する特別委員会委員、連合出身議員政治懇談会事務局
次長、アイヌ政策推進議員連盟事務局長、党副幹事長、党北海道
総支部連合会代表代行、北海道商工連盟協同組合理事長

勝部賢志 Plofile
かつ べ けん じ

つ

か

べ

員
議
院
議
参

区
挙
選
道
海
北

そして北海道に生
どもたちには限りない可

政策が必要です。

誰もが安心して働き暮らせる社会

希望する誰もが学び挑戦できる未来

物価高騰を上回る年収アップ
● 働く人の実質賃金アップ
● 安心して働ける働き方改革
● 正規雇用化で安定した雇用を女性と若者に
● 適切な価格転嫁促進で中小企業を応援

教育の無償化と充実
● 小中学校の給食費を無償化
● 高校・国公立大の授業料を無償化
● 幼児教育・保育の無償化
● 一人ひとりに寄り添える教育環境の整備地域を支える共生社会

● 住民自治を後押しする一括交付金の復活
● ジェンダー平等、選択的夫婦別姓を実現
● 地域公共交通の維持・利便性向上　
● 再生可能エネルギーの推進で電力の安定供給

食料の自給率向上で安定供給
● 経営安定を図る直接支払制度の確立
● 担い手支援強化と農山漁村地域の活性化
● 地球規模の漁業資源変動に対応
● 木材自給率50％をめざし道産材を活用

何はともあれ戦争回避
● 平和憲法を生かした国際平和の実現
● 平和外交で近隣諸国との連携を強化
● 自衛隊員の処遇改善

「どうしよう？困った」に
対応できる社会保障
● 生活できる持続可能な年金制度
● 地域の医療や介護を守る
● 保育士の配置基準と待遇の改善
● 当たり前に暮らせる障がい者福祉の推進


